
　　なお、これから進める基本設計においては、下記の技術提案書の内容で設計が確定するものではありま
　せん。
　　町民の皆様をはじめ、議会、行政などさまざまな場で内容を検討しながら、町全体で設計を作り上げていく
　こととなります。

　新庁舎づくりをみんなで考えるプロセスの一端として、町民の皆様のご意見、お考えを募り、新庁舎をよ
りよい施設としていくための議論の場として、新庁舎ワークショップを開催します。

設計業者の決定について

技術提案の内容について

　当日は町民の皆様、町担当職員、設計業者が直接対話を行いながら意見を交わすことができる場にしたい
と考えています。

■テーマ　　：　第 1 回　野辺地町の将来を見据えた新庁舎と敷地利用について考えよう
第 2 回　将来に渡って使い易い庁舎について考えよう

■日程　　　：　第 1 回　2020 年 12 月 12 日（土）　
第 2 回　2021 年 1 月 16 日（土）

■場所　　　：　中央公民館　ホール

■時間　　　：　① 10：00 ～ 12：00　② 14：00 ～ 16：00　③ 18：30 ～ 20：30

■定員　　　：　各時間20 名程度

■申込　　　：　財政課　FAX：0175-64-4954　メール：chousha@town.noheji.lg.jp

■申込締切　：　2020 年 12 月 7 日（月）まで

■注意事項
※参加は 1 日につき 1 つの時間帯のみとなります。
※時間と場所は第 1 回、第 2 回共通です。
※第 2 回の開催内容等は第 1 回の内容を踏まえ変更する場合があります。
※ご来場の際はマスクをご着用ください。
※今後の新型コロナウイルス感染症拡大の状況に応じて開催を中止する場合があります。

【 業務実施方針 】

のへじ広場

新庁舎
行在所 蔵

野辺地の歴史と文化をつなぎ、
町民・議会・行政の協働を育み、
まちの中心に賑わいを創出する

　　新庁舎建設事業について、広報のへじ１０月号でお知らせしていた通り、プロポーザル方式により設計業者
　を株式会社　山下設計　東北支社に決定しました。

　　プロポーザルでは、業務の実施方針や基本構想で掲げる７つの評価テーマ等（利用しやすさ、駐車スペース、
　コストバランス等）の評価項目に合わせ、13者の申込者より選抜された７者から優れた技術提案がありました。
　その中でも最も優れた評価点となった業者を、ともに庁舎づくりを進めていくパートナーとして選んだもので
　す。

　　（プロポーザルの詳細な点数、審査委員会からの講評については、町ホームページに掲載している報告書を
　ご覧ください。）

　　株式会社　山下設計　東北支社からの技術提案の内容を下記に抜粋します。具体的な内容については、町
　ホームページに掲載してある技術提案書をご覧ください。

旧野村邸と行在所の歴史的価値と賑わいを継承する施設構成
（イメージ図）

　かつての旧野村邸と行在所のような、「おもや」「庭」「はなれ」が一体となった施設構成を継承し、庁舎・広場・行在
所を一体的に整備し、町の賑わいの核となる施設構成とします。

議会部会 職員部会

町民部会（ワークショップ）

三位一体の新庁舎
・

まちづくり

みんなで考えてつくることを大切にする設計プロセス
　本業務進行上の課題を踏まえた効果的でスムーズな４つの
業務実施方法を提案します。
①比較検討型の設計プロセス　③まちづくりへつながる取組み
②3つの部会でニーズを把握　④確実なコストコントロール
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ワークショップって何？

当日は何をするの？
ワークショップで出た意見はどうなるの？

「話を聞くだけの説明会」や「意見を集め
るだけのアンケート」ではなく、設定し
たテーマについて意見を出し合いながら

「参加者全員で一緒に考える会」です。

設定されたテーマについて
グループに分かれて議論し、
出た意見をグループごとに
発表します。

いただいた意見をまとめ、計画に反映できるよ
う検討します。結果は基本設計説明会（2021
年2月予定）でご報告すると共に、広報紙や町
HPなどへの掲載を検討中です。

〈当日の主な流れ〉
①概要説明
②質問シート記入
③グループワーク
④各グループの発表
⑤まとめ

目的は以下の 2 つです。
① 町民の皆様にとって使いやすく、長く愛される新庁舎と

するためのアイデアを募り、新庁舎計画に反映する。
② 新庁舎建設を通して町の将来について考える。

何のために開催するの？

FAX またはメールには「ワークショップ参加申込書」とお書き頂き、
「 ①氏名　②住所　③電話番号　④希望日程（第 1、第 2 希望）」をご記入ください

( 窓口及び町ホームページに申込用紙がありますので、そちらもご活用ください )
（FAX をご利用いただけない場合は財政課 管財担当（TEL：0175-64-2111  内線：286）までご連絡ください）

【 課題を踏まえた設計コンセプト 】
１．地域資源をつなぐことで行政・協働・観光拠点となり、まちのにぎわいの核となる庁舎

２．町民・議会・行政をつなぎ三位一体の協働を育む庁舎

３．安心安全のシンボルとなる防災拠点庁舎／
　　野辺地の気候風土を活かした環境共生庁舎

４．財政負担を軽減する
　　イニシャルコストとランニングコストの縮減

技術提案書（抜粋）
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